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４月は新学年の生活リズムに慣れていないためか、

体調を崩す方や、すり傷等のけがでの来室が多くみ

られました。今月は運動会もあります。学校で元気に

過ごすためにも、ご家庭ではゆっくり休養し、体調を

整えましょう。 
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５月の健康診断行事 

上旬 視力・聴力再検査（欠席者対応） 

1 日（金） 胸部 X 線 13:30～（高１） 

7 日（木） 内科検診 13:00～（小 1・６、中３） 

14 日（木） 歯科検診 9:30～（高 3、小 2・4） 

20 日（水） 内科検診 13:00～（高 3・2・1） 

22 日（金） 内科検診 13:00～（小 2、中 1・２） 

27 日（水） 耳鼻科検診 13:05～（小 4・中 2・高 2） 

 

＊当日欠席の場合、内科・歯科・耳鼻科については、

別の学年の検診日に受けることが可能です。連絡

帳で担任にお知らせください。 

 

＊小・中の内科検診は、結核の健康診断を含みます。

お忙しい中、結核検診問診票の作成、ご提出をあり

がとうございました。 

 

結果のお知らせについて 

健康診断は、自分の体と向き合い健康について考

える大切な時間です。健康診断の結果、さらに詳しい

検査や医師による治療・相談が必要な場合「結果のお

知らせ」を配付します。 

 学校で行う健康診断は、病院の診察とちがい、確定

診断ではなく、「疑い」のある人を見分ける検査です。

そのため、医療機関を受診した際に「異常なし」と診

断されることもあります。  

また、通院中であったり、すでに承知されていたり 

しても、学校の健康診断の結果として該当者全員に

お渡しします。 

 

 

 

 

 

ご了承くださいますよう、お願いいたします。 

 

＊どの病院を受診すればいいのか迷う場合や、健

康診断の結果に疑問がある場合は担任または保

健室にご相談ください。 

 

＊検診の結果が「所見なし」の場合は、結果のお知ら

せを配布しません。７月に配布する「結果一覧表」

をご確認ください。 

 

スマイル教室について 

スマイル教室では、週に 1 回体重測定行ってい

ます。肥満度の高い児童生徒に限らず、体重・肥満

度の増減について短い間隔で測定したい方が対象

者となります。今年度、実施を希望される方は、連

絡帳で担任までお知らせください。 

 

＊「生活＆体重チェック表」が 

学校ホームページの保健室の 

ページに掲載してあります。 

家庭での測定及び記録にご活用 

ください。 

 

 

聴力検査について 

2 つの検査方法で行っています。 

①オージオメーター 

 高さの違う 2 つの音を聞き、手を挙げるなどの応

答を確かめます。 

②指こすりの音、ささやき声、声かけ 

 音や声に対する反応を確かめます。 

【結果のお知らせ】 

オージオメーターを用いた検査で高い音（4000hz）・

低い音（1000hz）が聞こえていないと判定した場合

に「結果のお知らせ」をお渡しします。 

令和８年５月８日 

上尾かしの木特別支援学校 

保健室 



視力検査について 

２つの視標から好みやわかりやすさで選んで行って

います。 

①ランドルト環 

 切れ目のある方向を言葉、指さし、同じ環で答えて

もらいます。 

②絵（鳥、蝶、犬、魚） 

 同じ絵を選ぶか、言葉で答えてもらいます。 

【結果のお知らせ】 

判定 A B C D 

視力 
1.0 

以上 

0.7 以上 

1.0 未満 

0.3 以上 

0.7 未満 

0.3 

未満 

 

視力検査に関しては、今年度全員に結果をお渡し

します。７月に配布する「結果一覧表」に「測定困難」

と表記されてしまう方もいらっしゃいますが、詳し

い結果は「視力検査結果のお知らせ」をご確認くださ

い。 

＊ランドルト環の検査で C もしくは D 判定の場合

は、受診をお願いします。 

＊B 判定の場合は、昨年度よりも視力低下がみられ

た場合受診をお勧めしています。 

＊絵の視標で検査した方については、視力低下が疑

われる場合に受診をお勧めしています。 

 

保健室でのけがの手当てについて 

・保健室では、けがの応急処置をします。１回のみ

のあくまで応急的な処置ですので、引き続きのケ

アや経過観察はご家庭でお願いします。 

・痛みによるヒリヒリ感を和らげる、傷を乾かさな

い、などの目的で、白色ワセリン等を使用するこ

とがあります。 

・噛み傷や化膿する危険性が考えられるけがは、よ

く水洗いしてから消毒します。 

・打撲や捻挫などは、氷のうで患部をしっかり冷や

します。（冷えピタは使用しません。湿布も、成

分によってかぶれや悪化につながる可能性がある

ため、できるだけ使用しません。） 

 

体調不良時のお迎えについて 

学校で体調が悪くなった場合には、担任からご連

絡をしますので、お迎えをお願いします。「〇〇℃以

上で早退」という明確な基準はありませんが、明らか

な発熱や、感染性胃腸炎が疑わしい嘔吐、てんかん発

作等で普段と様子が違う場合は、スクールバスでの

下校はできません。場合によってはレスパイト業者

（放課後等デイサービス事業所）等にも引き渡すこ

とができませんので、お迎えをお願いします。 

 

嘔吐物が付着した衣類の持ち帰りについて 

学校で感染性胃腸炎が疑われるような嘔吐や下

痢があり、衣類が汚れてしまった場合は、汚れた衣

類は洗わずにビニール袋に入れて密封しお持ち帰

りいただきます。（洗い場が汚染される可能性があ

るので水洗いも行いません。）二次感染防止のため、

申し訳ございませんが、ご理解とご協力お願いいた

します。 

 

学校において予防すべき感染症 

３枚目に、学校において予防すべき感染症の一覧

表を掲載しました。発熱等の感染症の症状がある場

合は、早めに医療機関を受診していただき、学校へも

ご連絡をお願いいたします。学校での感染拡大を防

ぐためにも、決められた出席停止期間は守っていた

だくようお願いいたします。 

また、感染症にかかっているご家族の方につきま

しても、校内への出入りをしないでいただくよう、お

願いいたします。 

 

 

年度初めということで、保健室からのお願いが多

く申し訳ございませんが、子どもたちが健やかに学

校生活を送れるよう、全力でサポートしていきます

ので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

気になることがありましたら、お気軽に保健室に

お問い合わせください。       皆川・山本 



【学校において予防すべき感染症の 

種類と出席停止期間の基準】 

 

学校保健安全法施行規則第 18 条・第 19 条により、下

記の感染症にかかったら、出席停止の扱いになります。 

【第一種】 

感染症名 
出 席 停 止

期間 

エボラ出血熱、 

クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、

南米出血熱、ペスト、 

マールブルグ病、ラッサ熱、 

急性灰白髄炎（ポリオ）、 

ジフテリア、 

重症急性呼吸器症候群（病原体がコ

ロナウイルス属 SARS コロナウイル

スであるものに限る。） 

中東呼吸器症候群（病原体がベータ

コロナウイルス属 MERS コロナウイ

ルスであるものに限る。） 

特定鳥インフルエンザ（感染症の予防

及び感染症の患者に対する医療に関

する法律（平成十年法律第百重四号）

第六条第三項第 6 号に規定する特定

インフルエンザをいう。） 

発症から 

治 癒 す る

まで 

 

【第二種】 

空気感染または飛沫感染するものです。 

児童生徒の罹患が多く、学校においても流行を広げる

可能性の高いものです。 

感染症名 出席停止期間 

インフルエンザ 
 

発症したあと（発熱の翌日
を１日目として）５日を経
過し、かつ、解熱したあと

２日を経過するまで。 

百日咳 

特有の咳が消失するまで、
または、５日間の抗菌性物

質製剤による治療が終了す
るまで。 

麻しん 

（はしか） 

解熱したあと３日を経過す
るまで。 

流行性耳下腺炎

（おたふくかぜ） 

耳下腺、顎下腺または舌下
腺の腫脹が発現したあと 5

日を経過し、かつ、全身状

態が良好になるまで。 

風しん 

（三日ばしか） 
発しんが消失するまで。 

水痘 

（みずぼうそう） 

すべての発しんが痂皮化

（かさぶた）するまで。 

咽頭結膜熱 

（プール熱） 

主要症状が消退をしたあと
２日を経過するまで。 

新型コロナウイル

ス感染症 
（病原体がベータコ

ロナウイルス属のコ

ロナウイルス（令和

2 年 1 月に、中華人

民共和国から世界保

健機関に対して、人

に伝染する能力を有

することが新たに報

告 さ れ た も の に 限

る）であるものに限

る。） 

発症した後 5日を経過し、 
かつ、 
症状が軽快した後 

１日を経過するまで 

 
 

 
 

 

 

 

結核 病状により学校医その他の

医師において感染のおそれ

がないと認めるまで。 髄膜炎菌性髄膜炎 

注意：ただし、病状により学校医その他の医師において

感染のおそれがないと認めたときは、この限りではな

い。 

 

【第三種】 

学校教育活動を通じ、学校において流行を広げる可能

性があるものです。 

その他の感染症については、感染症の種類や各地域の

流行、学校内での感染症の発症・流行を防ぐために、学

校長の判断で第三種の感染症とすることがあります。 

感染症名 出席停止期間 

コレラ、細菌性赤痢、腸管出血

性大腸菌感染症、腸チフス 

パラチフス、流行性角結膜炎、

急性出血性結膜炎 

その他の感染症 

病状により学校医

その他の医師にお

いて感染のおそれ

がないと認めるま

で。 

 

 

 

 

学校でしばしば流行するものの一部 

 

溶連菌感染症、 

感染性胃腸炎（ノロウイルスなど）、 

マイコプラズマ肺炎、  

伝染性紅斑（りんご病）、手足口病、 

ヘルパンギーナ、帯状疱疹、 

アタマジラミ、  

伝染性膿痂疹（とびひ）、 

伝染性軟属腫（水いぼ）、 

単純ヘルペス感染症、 

ウイルス性肝炎      など 

令和 5 年 5 月 8 日から施行
となりました。発症した日

や症状が軽快した日は、０

（ゼロ）日と数え、翌日から

1 日と数えます。 


